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部活動方針  
＜生徒の活動＞  

１．部活動の意義  

（１）規律・礼儀・感謝の心を学ぶことができる。  

（２）学年を越えた協力関係（縦割りの集団）を高めることができる。  

（３）時間の効果的な使い方を学ぶことができる。  

（４）自ら高い目標を掲げ、目標達成のために日々努力することで、技術の向上はもとより、たくま

しい精神力を身につけることができる。  

２．部室の使用について  

（１） 鍵の管理に責任をもつ。部長及び顧問が責任をもって管理する。  

（２） 部室使用のルールを守る。整理整頓を行い、部活以外では使わない。  

３．服装について  

（１）平日の登下校時刻は制服とする。ただし、下校時に限り、顧問の許可を得て体操服での下校を

認める。  

（２）休業日・休日は制服または体操服・各部指定の運動着とする。  

４．その他   

（１）部活動は希望制である。  

（２）部活動終了後はただちに下校し、完全下校時間を厳守すること。  

   完全下校１５分前には片付けを始める。完全下校時間は通年１６；４５である。  

（３）休日に校外で活動する場合には、顧問と相談して自転車で移動することを認める。  

   ただし、ヘルメットの着用に努めること。  

（４）練習終了後の後片付け及び清掃は、各部の責任で行うこと。  

  ※ 特に、体育館と武道館を使用する部については、使用後の清掃と施錠を各部で責任をもつ。  

    （暗幕はあける。上下足の区別をつける。）  

   

＜学校の体制＞  

 １．安全管理について  

（１）健康状態の把握に努めるとともに、適度な休養や水分の補給に留意する。  

（２）個人の能力や運動の特性を踏まえ、段階的、計画的な指導を行う。  

（３）事故が起きないよう、施設・設備・用具の安全点検と安全指導を行う。  

（４）気温や湿度、暴風や雷等、活動時の気象条件に留意する。  

（５）事故発生時は、校内の緊急体制に沿って対応する。  

（６）新型コロナ感染症の予防対策について、マニュアルを参考に十分配慮して行う。  

２．休養日について  

  部活動休養日を１週間のうち２日は平日に設定する。また、土曜日または日曜日のいずれか  

１日を休養日とする。ただし、大会や練習試合等のために、設定した休養日に活動する場合に

は、代替日の確保を行う。  
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部活動の運営についての規約  

  

【１】入部手続きについて  

  

     ２・３年生は、４月２週目のミーティングによって、入部を確定させる。  

    １年生は、４月４週目のミーティングによって、入部を確定させる。４月４週目までは仮入部期間

とし、その期間は転部を認める。その後は、途中で転部することなく３年間頑張ることを基本とす

る。  

  

【２】入部状況の確認について  

  

      ４月４週目の放課後に全校での第２回ミーティングで各部活動の入部状況の確認を行う。  

      また、翌週の１週間の間に、１年生の中で転部の可能性がある場合には、担任と顧問で連携を取

り確認を行う。  

  

【３】転部の手続きについて  

  

      入部後は３年間継続して頑張ることを基本とする。ケガや体調不良等の身体的に深刻な問題が発

生した場合や部活内で人間関係など解決が難しい事案が発生するなどした場合には、生徒、保護者

の強い希望があれば、転部を認めることがある。転部は以下の手続きを経て行うことができる。  

①生徒・保護者からの訴え（担任・旧顧問）  

②担任・旧顧問・生徒・保護者で協議  

③担任と旧顧問と新顧問との協議  

④転部希望部で１０日間程度の体験入部  

⑤別紙転部届提出  

⑥担任・旧顧問・新顧問で協議の上転部成立  

  

【４】新しい部活動の創設について  

  

      原則的に新しい部活動の創設はしない。やむをえない事情がある時には、全職員で長期的な展望

を検討し、最終的には学校長が判断する。  

  

【５】部員の入部が見込まれずに廃部にする場合の手続きについて  

  Ⅰ．団体競技の部活動の場合  

     年度途中に、大会に参加できる最低限の部員数を割った場合に、他中学校との合同チームを編成

するなどの存続の可能性があるケースを検討する。さらに次年度の募集時にも最少人数を割った場

合には、その年度は休部とする。さらに、次年度の募集時に最少人数を割ったら廃部とする。な

お、前年度の部員、及び保護者にはこのことをあらかじめ周知しておき、転部先なども検討させて

おく。  

  

 Ⅱ．個人戦参加が可能な部活動の場合   

     年度途中に、部員が５人以下になった場合に、その年度は存続させ、個人として参加できる大

会、種目、コンクール等には参加できる。次年度にも５人以下の状態が続いた場合には、前年度と

同様に扱うが、さらに次年度の募集時にも５人を割った場合は、その年度当初に廃部とする。な

お、前年度の部員、及び保護者にはこのことをあらかじめ周知しておき、転部先なども検討させて

おく。  


